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2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2. 1 閉塞隅角緑内障の患者［抗コリン作用により眼圧が上昇し、症状を

悪化させることがある。］
前立腺肥大による排尿障害がある患者［抗コリン作用により、尿閉を
誘発することがある。］［9.1.1参照］
本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

2. 2

2. 3

ツイストボトルの使用方法

患者さんのために設計した
エクロック®ゲル5％
ツイストボトル　

薬液をわき全体に塗り広げます。
手順1から繰り返し、
もう一方のわきにも同様に
薬液を塗ります。

片わき1回分の
薬液が出ます。

頭部を左（反時計回り）に
止まるまでゆっくり回し、
もとに戻します
（頭部が下がります）。

頭部を右（時計回り）に
止まるまでゆっくり回します
（頭部が上がります）。
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口渇や散瞳といった抗コリン作用による副作用を低減するために、
薬液が手につきにくい塗り方を採用しました。

使用方法の解説は動画でもご覧になれます。
https://ecclock.jp/material/#anc_movie

エクロックⓇゲルの臨床成績などをご覧になれます。
https://ecclock.jp/

薬液に触れずにわきに直接塗布できます。

エクロックⓇゲルのツイストボトルは、
薬液に触れずにわきに直接塗布できる
コンパクトなボトルです。

薬液がこぼれにくいように、
吐出面のふちに高さを設け
ました。

薬液が勢いよく飛び出ない
ように吐出部を4つに分け
ました。

薬液の吸い上げ操作の終点
を明確にするために、吸い
上げ終点に到達する際に
クリック感（乗り越えた感触）
を付与しました。

頭部を操作する際に持つ
部分が分かりやすいように、
側面にくぼみを設けました。

薬液の吐出操作の終点を
明確にするために、切り欠き
形状を付与しました。

容器のサイズをコンパクトにしました。
携帯性の向上と省資源のため、従来のアプリケーター付きボトル
よりも体積比で約35％サイズダウンしました。
また、容器の質量は約28％削減しました。

アプリケーター
付きボトル
高さ：約146mm
直径：約41mm

ツイストボトル
高さ：約91mm
直径：約41mm

細部まで使いやすさにこだわりました。

薬液の残量が少なくなっても
吸い上げられるように、
容器の底をすり鉢状にしました。
また、残液を確認できるように、
半透明のボトルを採用しました。

残液を減らす工夫を施しました。

適正用量での塗布をサポートします。
2つの逆止弁の間の計量空間で一定量の薬液を量りとる
機構を採用しました。


